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１　職種、受験資格、採用予定人員
職種 受験資格 採用予定人員

一般事務

昭和 58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人 ２人程度
身体障害者手帳の交付を受けている人で次の各号を全て満たす人
�(1) 活字印刷文による出題に対応できる人
�(2) 昭和 48年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
�(3) 自力で通勤が可能であり、かつ、介護者なしで通常の業務を遂行し、通常の勤務時間（１日あ
たり７時間 45分、週あたり 38時間 45分）に対応できる人

１人程度

土木技師

昭和 58年４月２日以降に生まれた人で、次の各号のいずれかに該当する人
�(1) １級土木施工管理技士または２級土木施工管理技士の資格を有する人
�(2)平成26年3月31日までに１級土木施工管理技士または２級土木施工管理技士の資格を取得する見
込みの人

１人程度

保健師
（行政）

昭和 58年４月２日以降に生まれた人で、次の各号のいずれかに該当する人
�(1) 保健師の資格を有する人
�(2) 平成 25年度に実施される資格試験により保健師の資格を取得する見込みの人

２人程度

看護師また
は准看護師
（福祉施設）

昭和 33年４月２日以降に生まれた人で、次の各号のいずれかに該当する人
�(1) 看護師または准看護師の資格を有する人
�(2) 平成 25年度に実施される資格試験により看護師または准看護師の資格を取得する見込みの人

１人程度

消防１ 昭和 58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、普通自動車以上の運転免許を有す
る人（運転免許については平成 27年 3月 31日までに取得する見込みの人も受験可能） ２人程度

消防２
（救急救命士）

昭和 58年４月２日以降に生まれた人で、次の各号のいずれかに該当する人
�(1)救急救命士の資格を有する人で普通自動車以上の運転免許を有する人（運転免許については平成
27年3月31日までに取得する見込みの人も受験可能）

�(2)平成25年度に実施される資格試験により救急救命士の資格を取得する見込みの人で普通自動車以
上の運転免許を有する人（運転免許については平成27年3月31日までに取得する見込みの人も受
験可能）

１人程度

※採用予定人員は変更になることがあります。また、受験申込みは病院職員採用職種を含め１職種に限ります。

２　試験の方法
⑴　第１次試験
試験種別 該当職種 内容

教養試験
一般事務（身体障がい
者含む。）、消防１、消
防２（救急救命士）

一般的知識および知能について、高等学校卒業程度で択一式による筆記試験を行います。
（社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および
資料解釈に関する一般知能）

専門試験
土木技師

土木に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（数学・物理・情報技術基礎、
土木基礎力学（構造力学、水理学、土質力学）、土木構造設計、測量、社会基盤工学および土
木施工）

保健師 看護、保健福祉に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（公衆衛生看護学、
疫学・保健統計学および保健福祉医療行政論）

作文試験 全職種 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験を行います。

適性検査

一般事務（身体障
がい者含む。）、土
木技師、保健師

事務適性検査 事務の作業能力について、正確さ、迅速さ等の検査を行います。

消防１、消防２（救急
救命士）を除く全職種

一般性格
診断検査 公務員に求められる資質に関し、性格傾向について検査を行います。

看護師または准看
護師 看護師適性検査 看護師としての適応性を資質、能力および対人関係の面から検査を行い

ます。
消防１、消防２（救
急救命士） 消防適性検査 消防職員としての適応性を性格的な面および認知能力（機器運用技能等

の基礎）の面から検査を行います。

(2)�　第２次試験（全職種）　第１次試験の合格者に対して面接試験を行います。（消防１および消防２（救
急救命士）については、面接試験に加え体力試験を行います。）なお、受験者の適性を把握するため、
面接試験については複数回実施する場合があります。

(3)　その他　第１次試験の申込者に対して、受験資格等を調査します。

佐 渡 市 職 員 採 用 試 験 の お 知 ら せ
　佐渡市職員採用試験を次により行います。
　なお、今年度は身体障がい者を対象とした採用試験を併せて行います。


